
Table 1. Summary of OLED performances. 
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【緒言】有機 EL 素子はリン光材料や熱活性化遅延蛍光材料

を使うことで、飛躍的な高効率化を実現することができる。

通常、発光材料はホスト材料に分散される。青色リン光素子

に用いられるホスト材料はカルバゾール誘導体やホスフィン

オキシド誘導体に限られている1。本研究では、スピロビアク

リジン骨格を有するワイドギャップホスト材料 mCN-SBA 

を開発した (Fig. 1)。青色リン光素子のホスト材料として用いた結果について詳細を報告する2。 

【実験】mCN-SBA は Buchwald-Hartwig アミノ化反応によって合成し、各種スペクトル及び元素分析

により同定した。TGA、DSC により熱物性を、UV-vis、PL スペクトル、光電子収量分光法 (PYS) によ

り光学特性を評価した。mCN-SBA、並びに DPEPO 3 に青色リン光材料 (dfpypy)2Ir(acac) 4 をドープし

た薄膜の光学特性を評価した。最後に、青色リン光有機 EL 素子 [ITO (130 nm) / polymer buffer (20 nm) / 

TAPC (20 nm) / mCN-SBA or DPEPO : 8 wt% (dfpypy)2Ir(acac) (20 nm) / B3PyPB (50 nm) / LiF (0.5 nm) / Al 

(100 nm)]、 [ITO (130 nm) / polymer buffer (20 nm) / TAPC (20 nm) / mCN-SBA : 8 wt% (dfpypy)2Ir(acac) (15 

nm) / DPEPO : 8 wt% (dfpypy)2Ir(acac) (5 nm) / B3PyPB (50 nm) / LiF 

(0.5 nm) / Al (100 nm)]を作製し、素子特性評価を行った。 

【結果と考察】共蒸着膜の光学特性評価の結果、発光量子収率は、

mCN-SBA では 71 ± 1%、DPEPO では 91 ± 1% を示した。

有機 EL 素子の特性を評価した結果、最大外部量子効率 (ext, max) 

は、mCN-SBA では 14.4%、DPEPO では 17.5% を示した。効率

向上のために、mCN-SBA / DPEPO のダブル発光層素子を作製し

た結果、外部量子効率 19.8% を示した (Fig. 2, Table 1)。 
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Compound 
Von/p, max/c,max/ext,max 

[V/lm W–1/cd A–1/%]a 

V100/p,100/c,100/ext,100 

[V/lm W–1/cd A–1/%]b 

V1000/p,1000/c,1000/ext,1000 

[V/lm W–1/cd A–1/%]c 

mCN-SBA 3.01/28.0/25.0/14.4 3.77/16.8/20.1/11.6 4.67/10.5/15.6/9.01 

DPEPO 3.30/31.5/30.1/17.5 5.19/8.16/13.5/7.82 7.35/3.25/7.59/4.37 

mCN-SBA/DPEPO 3.02/34.2/33.3/19.8 3.87/23.4/28.7/17.1 4.97/12.4/19.6/11.7 

mCN-SBA

NN

NC

CN

aVoltage (V) at 1 cd m–2, power efficiency (p), current efficiency (c) and external quantum efficiency (ext) at maximum. 

bV, p, c and ext at 100 cd m–2. cV, p, c and ext at 1000 cd m–2. 

 

Figure 2. EQE-L characteristics. 

Figure 1. Chemical structure of mCN-SBA. 
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